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本稿では，社会的孤立を職場うつ病の要因の1つと想定し，人間関係を心理的距離で表現するキャンバスとしての組織シミュ
レータを提案する.いくつかの条件下で想定される描画のパターンを示し，シミュレータの可能性と限界について議論する.複数
名によるシミュレータによる予備的実験の結果から，個人の認識と描画には多様性があることが示唆された.
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【発表者について】アンダーラインは本学教員、研究員および技術職員、○は発表者、※は大学院生、卒研生または卒業生

電子情報通信学会・第110回福祉情報工学研究会（日本音響学会・聴覚研究会連催）

組織シミュレータを用いた心理的距離の描画に関する基礎的検討


